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れ
た
o
此
座
談
曾
に
は
各
一
恨
の
作
家
入
十
銭
名
が
出
席
し
て
、
新
た
に
、

「
中
国
文
塾
協
曾
」
を
組
織
し
、
「
民
族
文
北
西
宮
」
の
主
張
す
る
統
一
救
菌

運
動
を
支
持
す
る
に
意
見
が
一
死
し
っ
た
＋
ん
は
一
方
か
ら
み
れ
ば
、
人
民
戦

線
が
、
園
田
内
戦
線
へ
の
妥
協
屈
服
と
も
見
ら
れ
る
が
、
ま
た
一
方
か
ら
み

お
L
や

れ
ば
、
寧
ろ
人
民
戦
棋
が
、
国
民
戦
線
の
庇
を
食
っ
て
母
家
を
取
る
の
作

践
に
出
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
之
止
を
要
す
る
に
最
近
の
文
翠
傾
向
は
、

一
路
「
周
防
文
堅
一
へ
と
辿
っ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
o
恰
度
日
本

で
、
「
額
防
研
究
曾
」
「
園
防
婦
人
命
目
！
一
、
が
感
に
な
っ
て
行
く
や
う
に
。

き
て
関
防
文
壊
と
は
一
鰻
ど
ん
な
、
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
郭
一
泳
若

は
一
度
草
野
一
の
愛
図
主
義
の
す
〈
間
早
だ
。
」
「
作
家
の
関
係
の
標
式
で
、
作
品

原
則
上
の
標
憾
で
は
な
い
。
」
と
一
去
っ
て
ゐ
る
o
雲
際
の
作
物
に
つ
い
て

み
る
に
、
満
洲
上
海
事
襲
、
密
臆
、
綬
遠
戦
争
、
農
村
、
帝
国
主
義
と
安

協
す
る
質
問
奴
等
を
題
目
と
し
、
所
語
調
子
の
低
い
一
t

報
告
文
閉
さ
に
す

ぎ
な
い
。

此
郊
の
作
家
と
し
て
は
、
警
文
墜
研
究
曾
一
政
の
沈
雁
泳
ご
八
九
六
‘

（
）
を
ふ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
被
は
国
民
卒
命
後
病
に
か
！
ふ
り
鹿
山
に

遊
び
、
癒
え
て
後
東
京
に
滋
堕
し
、
一
九
三
O
年
上
海
に
蹄
り
、
茅
慣
の

笠
名
で
作
家
生
活
に
人
り
、
一
躍
文
壇
の
王
座
に
上
っ
た
の
で
あ
る
o
初

め
の
一
二
凶
作
「
幻
滅
」
「
勤
務
」
「
治
求
」
に
革
命
と
穏
愛
と
を
織
り
ま

ぜ
た
悲
劇
で
あ
り
、
後
の
三
部
作
「
表
議
」
「
秋
牧
」
「
暖
冬
」
は
農
村

荒
陵
の
過
誤
を
拾
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
審
議
し
は
ト
ー
キ
ー
と
し
て
上

映
さ
れ
た
が
、
文
品
製
作
品
と
し
て
峡
番
化
し
た
最
初
の
も
の
と
し
て
注
目

ざ
る
べ
き
で
あ
る
o
魯
迅
逝
命
、
郭
沫
若
日
本
に
あ
り
て
墜
究
生
活
に
入

り
、
文
」
慢
の
第
一
線
を
去
り
し
今
日
、
支
那
文
壊
の
第
一
人
者
と
し
て
彼

を
推
す
に
、
決
し
て
障
問
陪
ざ
る
ベ
な
ら
で
は
な
い
。

職
先
代
進
歩
小
一
識
の
動
向

太

藤

良E

国

木
稿
は
ア
イ
リ
ッ
プ
・
へ
ン
ダ
p
y
ン
（
豆
岳
山
町
＝

S
色合－
R
と
の
「
現

代
小
設
」
（
5
3
Z
C〈
色
、
円
と
す
V
J
S口
司
）
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
。

で
錦
繍
し
き
撮
島

五
口
々
の
時
代
の
多
〈
の
矛
屑
を
根
本
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
大
台
な

進
歩
が
最
近
ア
メ
リ
カ
文
墜
に
現
れ
た
。
タ
イ
ム
ズ
・
リ
ダ
ラ
ザ
イ
・
サ

プ
ル
メ
ン
ト
（
さ
5

ヨ
E
g
H
L
H
O
E－
可
雪
宅
一
2
5日
持
）
の
如
き
保
守
的

な
機
関
紙
で
さ
へ
も
、
一
九
三
一
六
年
二
月
二
十
二
日
に
接
行
し
た
あ
の
有

名
な
「

T
5
1
2ロ
名
門
戸
Z
Z
F
2
7
円
。
ど
に
於
い
て
、
蛍
代
の
ア
メ

リ
カ
小
訟
に
毅
む
最
も
呑
気
な
額
一
者
で
も
ア
メ
リ
カ
勤
務
大
家
の
生
活
を

研
究
す
る
こ
と
が
如
何
に
男
ら
し
い
こ
と
で
ふ
り
如
何
に
緊
念
な
こ
と
で

あ
る
か
と
一
文
ふ
こ
と
を
感
じ
て
ゐ
る
J
h
の
だ
、
と
一
認
め
な
い
わ
け
に
は
行

か
な
か
っ
た
o
ラ
ル
7
a

ペ
イ
ツ
乞
ご
J

ニw
ロ
pgd）
、
ハ
ロ
ル
ド
・
へ
見

ロ
ッ
プ
（
間
三
合
〕
《
阿
国

εrz、
ァ
レ
ザ
タ
・
プ
号
ウ
ン
（
』
戸
口
口

P
2
2
H）

ジ
モ
ン
・
プ
ル
1

メ
ン
ア
エ
ル
ド
（
辺
H
U
U
Z
出

E
E⑦
三
ゲ
一
色
）
と
い
っ
た
作

家
た
ち
の
最
近
の
作
品
を
除
い
て
は
、
ま
だ
こ
の
閣
に
於
い
て
こ
の
素
晴

ら
し
い
隆
々
た
る
プ
ロ
レ
グ
明
ア
文
墜
に
比
較
す
る
も
の
は
極
め
て
参
々

7 ）一一｝
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た
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
一
九
年
の
恐
慌
は
英
同
よ
り
も
徐
程
却
し
く
米

園
の
資
本
主
義
に
打
撃
を
輿
へ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
恐
慌
以
来
、
大
多

数
の
ア
メ
ザ
カ
の
作
家
た
ち
は
、
如
何
な
る
幻
想
を
抱
い
て
ゐ
た
に
し
て

も
、
知
識
人
と
し
て
の
不
薦
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ

る
o
g
ヨ
セ
プ
・
フ
リ
l

マ
ン
（
旬
2
0
1戸可
z
o
g
p三
が
一
一
当
日
ふ
や
う
に

「
社
曾
的
政
治
的
な
主
題
が
他
の
時
代
の
個
人
的
な
主
題
よ
り
も
一
一
暦
興

味
あ
り
、
重
要
で
あ
り
、
常
態
で
あ
る
と
一
式
ふ
様
な
こ
と
を
今
日
の
庶
民

は
経
験
し
て
ゐ
る
。
社
命
国
的
な
主
題
は
今
日
人
達
の
一
般
経
験
に
合
致
す

る
も
の
で
あ
る
づ
ド
ベ
・
ペ
ア
ス
（
『
）
Z
M
Y
Z
ω
つ
＠
）
、
ウ
オ
ル

F
－y
ラ
ン

ク
（
ぎ
〆
］
品
。
一
句
H15r）
、
グ
レ
エ
ス
・
ラ
ム
プ
キ
ン
（
の
円
p
b
⑦
］
ワ
＝
宮
市
阿
古
）

ジ
ヨ
セ

7
f
y
－
ハ
プ
見
ト
（
ト
『
つ
明
。
三
岡
山
口
。
同
］
［
。
円
ヴ
与
）
、
マ
イ
一
フ
a

ペ
イ
ヂ

（M
J一
話
予
vne
）
、
マ
ル
コ
ル
ム
・
コ

1
レ
イ
（
足

mLg］5
4
c主
ミ
）
、
マ
イ

ケ
ル
・
ゴ
ー
ル

F
（
足
正
手
。
H
C。
三
）
、
ロ
パ
l
ト
・
キ
ヤ
シ
ト
ウ
エ
ル

｛出。
r
g－
酔
の
室
戸
主
主
出
）
、
ダ
ヤ
ツ
グ
＠
コ
ン
ロ
イ
（
匂
hgr
。。口
H
e

。山、）、

z
F

ウ
イ
ン
－
V

イ
パ
ア
（
』
出
血
項
目
口
孝
三
雪
）
、
の
様
な
作
家
た
ち
の
深
刻
な
る

印
象
を
輿
へ
る
作
品
の
濁
照
と
な
る
べ
き
作
品
は
確
か
に
英
圏
に
は
見
営

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
作
家
と
勤
務
階
級
と
の
提
携
か
ら
、
叉
勤
努
階
級
の

闘
争
反
ぴ
問
題
が
、
ま
た
作
家
た
ち
の
問
題
で
た
り
、
闘
争
で
も
あ
る
と

い
ふ
，
は
由
貿
か
ら
生
じ
た
と
こ
ろ
の
康
く
燦
い
一
種
の
文
事
運
動
で
あ
る
o

大
多
数
の
英
間
凶
作
家
た
ち
を
し
て
、
も
し
彼
等
が
生
き
延
び
ゃ
う
と
す
る

な
ら
、
彼
等
の
個
人
的
な
孤
立
は
最
早
不
可
能
で
ふ
る
と
い
ふ
こ
と
を
確

信
さ
せ
る
た
め
に
は
、
英
園
に
於
い
て
は
、
資
本
主
義
の
更
に
深
刻
な
る

恐
慌
或
は
新
ら
し
い
世
界
鞍
字
i
ど
ち
ら
も
既
に
そ
の
謹
上
に
あ
る
i
を

ぽ
恐
ら
く
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
こ
の
園
で
は
由
民
範
圏

に
一
旦
っ
て
中
喬
階
級
は
ア
ア
ジ
ズ
ム
の
味
方
と
な
っ
た
が
、
こ
の
同
情
は

作
家
た
ち
が
－
技
け
て
既
に
大
い
に
こ
れ
を
J

円
受
さ
せ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
イ

タ
9
1
、
ド
イ
ヴ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
諸
園
の
作
家
た
ち
の
運
命
を
見
た
、

そ
し
て
同
じ
運
命
に
置
か
れ
る
こ
と
を
彼
等
は
さ
し
て
心
配
し
て
も
い
な

い
。
兎
に
角
、
彼
等
の
或
る
作
家
は
、
政
治
と
い
ふ
も
の
は
自
分
遣
の
生

活
圏
外
の
或
る
物
で
も
な
く
、
墜
に
新
聞
の
不
正
手
段
で
も
政
裳
の
プ
ロ

パ
ガ
Y

ダ
で
も
な
く
て
、
自
分
濯
の
最
も
緊
中
山
川
な
思
想
の
素
材
と
迅
涼
一
に

な
り
つ
L
あ
る
物
で
あ
る
、
と
一
式
ふ
こ
と
を
知
り
始
め
つ
L
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
進
歩
的
小
説
の
羨
も
輝
か
し
い
先
腫
者
の
一
人
で
あ
る
ド
ス
・
バ
ソ

ス
は
、
「
マ
ン
ハ
ツ
タ

y
o
ト
一
フ
ン
え
7

ア
」
（
足
g
r
P
S
E
－
－
豊
田
伊
ユ

の
迷
へ
る
淫
沌
状
態
を
樫
て
そ
の
「
北
緯
四
十
二
度
」
（
可
ミ
平
矛

gロ島

市
H
E
d
H
H
L
）
及
び
、
一
』
一
九
一
九
年
」
（

5
5
4
2ロ
Z
F
Z
S
H）
の
偉
大

な
パ
ノ
ラ
マ
に
於
い
て
、
殺
到
す
る
危
機
に
向
ふ
歴
史
の
護
展
段
階
を
一
通

じ
て
把
掻
さ
れ
た
凡
ゆ
る
措
級
の
代
表
的
な
ア
メ
リ
カ
生
活
の
集
合
を
播

寓
ぜ
ん
と
企
て
た
。
必
至
の
劃
然
た
る
治
則
、
即
ち
資
本
主
義
社
舎
に
於

け
る
階
級
闘
争
及
び
臨
戦
争
と
鑓
平
へ
の
一
般
趨
勢
よ
り
見
て
、
始
め
て
彼

は
そ
の
作
品
に
明
瞭
な
る
具
践
的
な
る
方
向
を
あ
た
へ
た
。
一
こ
れ
に
よ
っ

て
彼
は
見
た
と
こ
ろ
で
は
浬
沌
た
る
ア
メ
り
カ
生
活
の
複
雑
な
構
成
の
下

に
根
本
的
統
一
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
一
、
新
し
き
E
3
i
マ
エ
ズ
ム

進
歩
的
小
設
は
政
治
的
援
革
を
取
扱
ふ
小
説
ば
か
り
で
は
な
い
。
静
的

故
知
器
と
し
て
よ
り
も
寧
ろ
嬰
蒋
一
時
一
反
す
る
遁
程
と
し
て
批
舎
を
表
一
目
す
る

)-一一一（ 8 



車耳特設小興華町一代現

と
こ
ろ
の
凡
ゆ
る
書
物
は
、
少
く
と
も
或
る
意
味
に
於
い
て
は
、
進
歩
的

な
の
で
あ
る
o
例
へ
ば
、
「
寓
人
の
路
」

fJP。
巧
ミ
C
町

内

P
H
H
5
2
と

は
か

L

る
小
設
で
あ
る
が
、
「
バ
ア
チ
ユ
ヌ
ダ
1
塔
」
（
HWRロヶ
g
g円

、円。
JJdHEa
）
は
そ
う
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
現
今
こ
の
種
の
小
訟
は
大

に
政
治
的
傾
向
を
有
し
て
ゐ
る
、
と
一
一
で
か
の
は
五
口
々
の
時
代
の
根
本
的
箆

化
は
政
治
経
済
に
於
い
て
惹
起
さ
れ
つ
－
A

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
是
等
の
宮
中

を
銃
一
蹴
す
る
こ
と
は
現
震
を
無
税
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
小
設
家

に
と
っ
て
は
不
幸
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
（
CFV田
ぢ
⑦

4
a
r
u
『
）
、
コ
シ
ラ
ツ
ド
（
。
2
H
H
d
v
品
＼
ロ

レ
ン
ス

F
F宣
言

2
5
b・
戸
）
は
、
粧
曾
か
ら
隔
離
し
た
最
後
の
場
所

で
只
懇
命
と
機
曾
と
海
に
究
り
か
L
っ
た
男
女
を
措
き
、
狂
気
や
自
殺
の

不
可
設
な
限
り
な
き
終
結
と
の
抗
争
を
超
白
然
的
な
闘
争
の
遠
き
圏
内
に

、
、
、
、

高
め
た
o
か
‘
ふ
る
同
一
応
障
な
る
鎮
械
か
ら
一
般
世
界
に
輯
じ
て
、
s

進
歩
的
小

設
は
、
私
人
的
個
人
的
な
観
察
か
ら
政
治
的
社
合
目
的
な
観
察
に
蒋
び
位
置

を
鑓
へ
、
社
曾
の
援
化
に
依
っ
て
新
ら
し
い
人
聞
の
創
刊
造
に
取
り
か
与
っ

て
ゐ
る
o
そ
の
目
的
は
、
仮
性
の
廃
棄
で
な
し
に
、
個
人
が
始
め
て
理
境

の
支
配
者
と
し
て
長
に
ふ
さ
わ
し
〈
顕
張
る
批
禽
の
創
詰
で
あ
る
o
そ
れ

は
大
家
に
失
業
と
貧
困
と
を
即
興
へ
る
入
や
文
化
を
破
援
す
る
人
と
は
安
協

し
な
い
で
あ
ら
う
、
と
一
T
A

ふ
の
は
小
企
業
が
駆
一
巡
さ
れ
る
世
界
で
は
人
聞

は
自
由
を
奪
は
れ
、
文
化
破
壊
主
義
は
人
間
を
獣
的
に
す
る
。
進
歩
的
小

設
除
陪
級
の
な
い
駐
舎
の
創
作
を
自
ら
提
示
す
る
で
あ
ら
う
、
そ
の
一
舵
曾

に
於
い
て
は
、
人
間
は
逐
に
抑
監
か
ら
兎
が
れ
自
己
に
相
騒
し
い
世
界
の

創
設
へ
と
そ
の
全
精
カ
を
向
け
る
で
あ
ら
う
。

現
代
文
撃
は
多
〈
著
者
の
細
些
な
憎
悪
心
や
皮
肉
根
佳
か
ら
生
じ
て
ゐ

る
か
ら
非
常
に
不
愉
快
で
あ
る
、
か
t
A

る
著
者
は
苦
痛
を
受
け
た
と
L
ふ

理
由
で
世
間
を
出
札
し
て
宥
一
兎
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
o
偉
大
な

文
壊
が
生
じ
る
の
は
世
間
に
選
候
を
晴
ら
さ
う
と
す
る
欲
求
か
ら
で
は
な

い
。
進
歩
的
小
訟
は
人
間
の
関
聯
を
一
層
大
き
く
理
解
す
る
こ
と
に
貢
献

す
る
桂
一
に
、
総
て
の
浅
薄
な
る
冷
佐
一
人
主
一
義
と
忠
一
恕
的
な
無
盆
な
闘
争
を
も

っ
た
食
代
プ
ル
タ
ヨ
ア
小
訟
の
上
に
が
け
る
一
つ
の
遊
歩
に
す
ぎ
な
い
で

あ
ら
う
o
賓
際
、
人
間
の
精
紳
の
長
一
も
立
訟
な
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

シ
レ
ベ
シ
イ

を
表
は
し
て
ゐ
る
あ
の
豊
富
な
、
あ
の
力
強
い
、
あ
の
康
範
な
同
情
を
作

家
た
ち
が
小
説
に
回
復
す
る
の
は
只
新
ら
し
い
ヒ
ユ
｝
マ
一
一
ズ
ム
の
根
擦

に
於
い
て
ど
あ
る
ο

三
、
度
戟
L
C
ド
4
ヴ
に
於
け
る
襲
寧

一
九
一
回

i
一
入
年
の
如
き
大
悲
劇
が
少
く
と
も
一
人
位
の
偉
大
な
作

家
の
作
品
の
中
で
も
の
を
一
言
は
な
か
っ
た
と
し
た
ら
賓
際
奇
妙
な
こ
と
で

あ
る
だ
ら
う
ο
こ
の
間
題
を
取
扱
っ
た
小
訟
は
枚
奉
に
還
が
な
い
が
、
最

も
優
れ
た
戦
争
小
設
と
し
て
は
ア
宇

F
a
パ
ル
ビ
ュ

l
ス
の
「
砲
火
」
が

あ
る
o
初
期
の
「
地
獄
」
の
悩
ぎ
さ
れ
た
不
確
賓
性
か
ら
、
被
は
批
命
日
的

不
E
と
戦
争
に
叫
叫
す
る
熱
烈
な
抗
等
、
の
中
に
生
活
の
意
義
を
漸
次
接
見
す

る
に
至
っ
た
。
被
に
フ
ラ
ン
ス
の
汚
な
い
暫
擾
内
で
彼
の
小
隊
と
共
に
生

活
し
、
兵
士
た
も
の
日
々
の
苦
痛
を
わ
か
っ
て
、
役
付
兵
士
た
も
の
震

に
入
院
を
愛
し
理
解
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
、
被
の
見
事
な
「
砲
火
」
は

こ
の
ヒ

ι

1

7

ユ
テ
イ
入
門
の
記
録
で
あ
る
o
そ
れ
は
軍
に
そ
の
火
の
如

き
駿
烈
牲
の
た
め
に
偉
大
で
や
め
る
の
み
な
ら
ず
、
自
己
憐
盤
、
軟
弱
な
人

9 ）一一



斡特設小興新代現

開
洞
察
の
皆
無
に
よ
っ
て
偉
大
で
お
る
。
全
書
が
電
気
の
如
〈
ダ
イ
ナ
主

ツ
ク
な
カ
と
光
輝
に
震
へ
て
ゐ
る
o
こ
の
種
の
他
の
小
設
に
は
到
底
言
ひ

得
な
い
程
一
の
多
分
の
確
信
を
以
っ
て
、
こ
れ
は
鞍
吊
す
だ
れ
「
人
々
は
腿
議

の
撲
に
泥
と
粘
泥
と
尿
と
恥
づ
ベ
き
汚
物
の
中
に
沈
み
、
世
の
ガ
ラ
ク
タ

山
で
腐
敗
し
、
共
同
納
骨
堂
に
ゴ
チ
ヤ
ゴ
チ
ヤ
に
な
り
、
そ
し
て
ザ
ナ
さ

れ
て
ゐ
る
や
う
に
毎
日
起
き
て
ゐ
た
＼
と
吾
々
は
一
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
o

斯
様
な
も
の
こ
そ
験
争
の
賓
陵
だ
。
兵
士
た
ち
は
潮
吹
無
知
の
泥
を
拭
ひ

と
り
、
ヤ
ツ
と
痛
ま
し
〈
彼
等
は
掠
る
、
自
分
等
の
木
賞
の
敵
は
欺
か
れ

た
ド
イ
ヴ
勢
働
者
の
群
で
は
な
〈
て
、
木
固
で
錦
を
ま
と
っ
た
支
間
階
級

や
資
本
家
、
大
小
の
投
機
業
者
に
、
僑
侶
蓬
で
あ
る
こ
と
を
。
彼
等
の
た

め
に
数
高
の
人
々
が
霞
民
的
に
殺
し
合
っ
て
ゐ
る
。
バ
ル
ピ
ユ

1
ス
は
こ

の
作
品
の
中
で
、
数
百
蔦
の
兵
士
た
ち
の
心
底
の
思
想
感
情
を
全
世
界
に

表
現
し
た
。
臨
戦
争
以
来
彼
は
、
ル
ツ
1

の
人
間
的
な
情
熱
と
ボ
ル
テ
ー
ル

の
火
山
の
如
き
焔
を
も
っ
て
、
戦
争
へ
と
柏
市
き
、
大
多
数
の
人
民
を
畜
生

扱
ひ
に
し
た
り
家
畜
に
嬰
へ
た
り
す
る
と
こ
ろ
の
全
組
織
の
暴
露
に
被
の

生
涯
を
捧
げ
た
。

費
革
は
ド
イ
ツ
に
も
ロ
シ
ア
に
も
訪
れ
た
。
辛
賊
を
嘗
め
た
人
達
は
皆

な
自
分
蓬
の
仲
間
に
よ
っ
て
一
巡
げ
ら
れ
た
偉
大
な
解
放
の
一
一
で
2

Z

を
知

り
た
が
っ
た
、
が
彼
等
の
支
配
者
た
ち
は
周
到
で
ふ
め
っ
た
。
併
し
ロ
シ
ア

の
外
に
資
本
主
義
の
戦
争
政
策
反
鈎
の
火
の
手
が
欧
洲
の
他
の
何
庭
よ
り

も
一
塁
向
く
ド
イ
ヴ
に
上
っ
た
。
そ
し
て
曲
鞍
容
の
終
結
と
ヒ
ャ
ト
一
7
1

及
び
経
理
監
の
反
封
革
命
の
間
の
年
に
、
他
の
何
廃
よ
り
も
更
に
強
い
更

に
失
設
な
る
人
類
解
放
の
た
め
の
武
器
に
小
設
が
鍛
へ
ら
れ
た
の
は
ド
イ

ヅ
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
マ
ン
（

Hiyz－rr
頁
mwHH
口
）
、
ル
I
F
h
y
イ

ヒ
o

レ
シ
（
亡
与
巧
目
的
切
。
口
戸
）
、
テ
オ
ド
1
レ
・
プ
リ
ピ
ア

2
4
F
O
D
L
2
。

守
口
〈
円
。
可
）
、
ァ

y
ナ
・
ジ
エ
ゲ
i
ル
（
L
P
E
H
H
P

宗
谷
雪
句
）
等
の
作
品
は
度

〈
英
閣
に
吋
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
雲
際
に
、
役
の
兄
弟
の
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン

（
パ
門
｝
3
5
5
区
内
5
ロ
）
よ
り
遥
か
に
霊
要
な
作
家
で
あ
る
戸
イ
ン
リ
ツ

ヒ
＠
マ
ン
の
最
も
優
れ
た
小
訟
は
、
ア
ン
ナ
・
シ
エ
ゲ
1
ル
の
作
品
と
同

じ
く
、
ま
だ
翻
謀
者
を
待
受
け
て
ゐ
る
一
現
紋
で
あ
る
o

ハ
イ
ン
ザ
ヴ
ヒ
・

7

う
に
始
め
か
ら
彼
の
時
代
の
舵
舎
を
震
蜜
に
度
調
に
描
察
し
よ
う
と
企

て
た
J

そ
の
結
果
と
し
て
彼
の
優
れ
た
作
品
は
共
和
閣
の
成
立
ま
で
験
開

官
に
よ
っ
て
堅
治
さ
れ
た
。
彼
の
小
設
は
十
九
世
記
の
末
期
よ
り
戦
争
直

前
ま
で
の
新
た
に
得
た
る
俗
惑
な
繁
提
e

に
み
め
っ
た
ド
イ
？
を
一
示
す
。
彼
の

「
華
膏
郷
・
ベ
ル

F
Y
」（『）
O
M
－－

z・
4
r
o
H
L
g
与
え
の
。
己
主
夜
間
活
）
（
一

九
0
0
」
は
ド
イ
ツ
の
都
命
日
生
活
を
明
瞭
に
リ
ア

pλ
チ
ッ
ク
に
拾
い
た

最
初
の
小
設
で
あ
っ
た
。
一
臣
民
」
（
［
）
空

d
－号
H

－酔
ME－
－
「
貧
窮
な
る
人
々
r
一

戸同）一
O

K

F

］－
E
2
、
「
君
主
」
（
b
o
b－
向
。
F

忌
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
中

産
階
級
、
出
叩
画
主
義
支
配
階
級
の
生
活
の
一
大
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
り
、
崩
壊

と
道
徳
的
額
際
と
が
戦
争
前
の
ド
イ
ヴ
資
EX
主
義
一
昨
曾
の
堂
々
た
ろ
外
観

の
下
で
仲
間
慌
の
如
く
に
民
ピ
ジ
P

V
リ
と
進
ん
で
ゐ
た
こ
と
を
長
一
示
し
、

新
生
活
が
既
に
庶
民
か
ら
押
し
上
げ
ら
れ
つ
土
あ
っ
た
こ
と
を
指
示
し
て

ゐ
る
ο
選
表
常
時
は
文
化
へ
の
修
出
席
と
見
飲
さ
れ
た
是
等
の
作
お
は
、
ド

イ
ツ
を
没
落
の
間
際
に
導
い
た
支
配
者
た
ち
へ
の
戦
後
の
反
動
が
起
っ
た

問
に
甚
大
な
影
響
を
あ
た
へ
、
作
者
マ
シ
は
共
和
国
の
栄
吾
あ
る
一
員
と

な
っ
た
。
併
し
、
ナ
チ
ス
の
出
現
で
、
山
イ
ン
F
ツ
ヒ
・
マ
シ
は
、
ボ
ケ
v
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事専特設小興対代現

一日h
h
か
骨
掛
岳
と
非
理
せ
ら
れ
、
大
多
数
の
作
家
た
ち
と
一
緒
に
治

放
せ
ら
れ
た
。

沼
、
ド
イ
ヴ
茂
び
イ
ン
ド
広
於
け
る
作
家

文
化
の
破
壊
者
は
何
を
得
し
た
か
？
数
千
の
貧
窮
Z

グ
ヤ
人
た
ち
は

殺
毅
さ
れ
拷
問
に
生
命
を
奪
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
銀
行
家

大
工
業
家
た
ち
は
ま
だ
安
泰
に
活
動
し
て
ゐ
る
。
知
識
人
は
局
ん
ど
被
棲

を
ま
と
ひ
集
中
牧
容
所
で
痩
表
し
、
六
百
菖
の
失
業
者
は
ま
だ
い
〈
ら
で

も
飢
え
、
三
千
蔦
の
盟
労
働
者
は
、
少
く
と
も
現
在
、
彼
等
の
要
求
を
叫
ぶ

こ
と
さ
へ
出
来
な
い
穫
に
も
賓
際
に
銃
口
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
一
方
で

は
是
迄
出
仇
し
て
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
様
な
軍
備
費
の
下
に
全
国
は
時
吟

し
て
ゐ
る
。
も
し
文
化
の
破
壊
者
が
キ
ヤ
ピ
タ
F
J
A
ム
の
弊
害
か
ら
園
尽

を
救
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
た
ら
ば
、
彼
は
少
〈
、
ど
も
閤
民
を
殺
す
こ
と
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
。
パ
ル
グ
ア
・
オ
ル
ヂ
ン
（
h
r
L白

2eozg）
の

「
暗
黒
の
勲
一
明
」
（
O
P
5戸。『
3
E
e
r
Z
L
m）
は
、
ナ
チ
の
革
命
が
一
九
一
一
一

一
二
年
の
秋
ペ
ル
リ
y
の
生
活
の
上
に
野
登
人
の
崩
雪
の
如
く
襲
ひ
か
与
る

の
を
示
し
て
ゐ
る
o
そ
れ
は
ま
た
、
支
配
者
に
な
る
以
前
で
す
ら
如
何
に

文
化
の
破
壊
者
た
ち
が
「
上
か
ら
」
の
手
厚
い
支
持
と
賓
際
の
保
諮
問
を
享

受
し
た
か
を
誇
る
。
オ
ル
ヂ
y
の
書
は
、
遣
に
そ
の
立
汲
な
人
間
の
性
絡

描
震
や
一
九
三
三
年
の
ベ
ル
リ
ジ
生
活
の
震
に
迫
っ
た
再
生
の
た
め
の
み

で
な
〈
、
ナ
千
葉
明
か
に
著
者
は
脅
て
特
擦
を
附
輿
さ
れ
た
メ
ン
バ
ア

で
あ
っ
た
l
の
内
部
活
動
を
著
者
が
明
確
に
通
暁
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
故
に

特
に
償
値
が
あ
る
。

ナ
チ
ス
の
最
も
倖
猛
な
る
憶
惑
が
注
が
れ
る
囚
人
の
階
級
は
数
養
の
た

る
コ
ミ
ユ
ユ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
怒
は
そ
れ
が
無
力
で
ら
る
が
故
に

一
一
暦
残
露
で
あ
り
、
拷
問
す
る
こ
と
も
生
命
を
奪
ふ
こ
と
も
無
能
に
す
る

と
と
も
出
来
る
。
し
か
し
如
何
な
る
恐
怖
も
ド
イ
ヅ
の
コ
ミ
ユ
ユ
ス
ト
の

勇
気
を
匪
へ
る
こ
と
が
出
来
な
い
ら
し
い
。
数
ヤ
月
或
は
数
ヶ
年
の
投
獄

や
集
中
牧
容
所
の
生
活
後
に
、
叉
、
フ
ァ
シ
ス
ト
か
ら
精
神
も
神
経
も
肉

燈
も
破
れ
ん
ば
か
り
に
残
虐
な
暴
行
を
う
け
た
後
に
、
ピ
ュ
ー
マ
一
一
一
ア
イ

の
た
め
に
是
等
の
英
雄
た
ち

i
7
ア
ジ
ぇ
ト
の
暴
漢
と
は
臭
っ
て
、
本
中
一
く

普
通
の
謙
遜
な
る
男
女
た
ち
ー
は
再
び
彼
等
の
治
一
歩
的
な
仕
事
に
震
直
に

戻
っ
て
行
〈
O

年
若
い
掃
除
人
の
一
日
の
生
活
を
物
語
る
ム
ル
ク
・
ラ
グ
・
ア
ナ

y
ド

（
云
＝
完
封
－
f
一』
2
5
A
）
の
「
不
可
思
議
二
巴
え

207与
す
）
は
、
直
談

震
震
に
こ
の
種
の
仕
裏
JZ
取
扱
は
ん
と
し
た
最
初
の
イ

y
ド
の
小
設
で
あ

る
。
そ
れ
は
ま
た
如
何
に
英
園
の
占
領
が
無
意
識
に
イ

Y
F
の
全
社
合
機

構
に
箆
草
を
驚
ら
し
つ
L
あ
る
か
を
示
し
て
ゐ
る
o
ア
ナ
ジ
ド
の
実
の
小

設
「
苦
力
」
（
守
口
z
d
g
t
o
）
は
一
ー
不
可
思
議
」
よ
り
も
遥
か
に
ア
ン
ピ

シ
ヤ
ス
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
人
間
同
士
の
仲
間
気
質
と
い
ふ
も

の
が
賓
に
貧
窮
な
人
蓬
の
聞
に
の
み
存
在
し
て
ゐ
る
世
界
に
五
口
々
を
逗
れ

て
行
く
。
絶
望
の
中
に
あ
っ
て
、
彼
等
共
有
の
ヒ
ユ
！
？
－
一
テ
イ
だ
け
が

彼
等
が
所
有
す
る
と
こ
ろ
の
椋
て
の
も
の
で
あ
る
o
上
層
階
級
に
は
知
忘

れ
な
い
素
朴
な
‘
麗
し
い
人
情
の
花
が
か
L
る
F
ン
底
に
咲
い
て
ゐ
る
。

「
不
可
思
議
」
と
一
苦
力
一
と
は
f

y

F
が
現
代
作
家
に
提
供
し
て
ゐ
る

殆
ん
ど
未
踏
の
畏
寝
な
材
粧
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
霊
安
な
企
と

も
ヨ
一
同
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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峰 l待三号ん間相代可t

豆
、
英
盟
店
於
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説

現
今
の
家
庭
副
ち
プ
ル
グ
ヨ
T

家
庭
は
資
本
及
び
私
有
牧
筏
に
基
礎
を

置
い
て
居
り
、
家
庭
は
プ
ル
グ
ヨ
ア
ジ
イ
の
聞
に
の
み
完
全
な
る
稜
展
形

態
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
、
と
資
本
論
の
著
者
は
述
べ
て
ゐ
る
。
資
本
が

な
け
れ
ば
何
等
の
確
固
た
る
家
庭
生
活
も
あ
り
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
十

分
明
瞭
な
こ
と
で
あ
る
。
子
供
達
に
と
っ
て
は
宰
に
も
、
不
景
気
の
な
め

に
、
大
人
た
ち
と
同
壌
に
娘
た
ち
も
、
自
分
濯
の
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に

社
舎
に
現
れ
つ
L
あ
る
、
そ
し
て
そ
の
生
活
上
の
経
済
的
勢
力
は
父
親
の

濁
裁
を
著
し
く
殺
い
で
し
ま
っ
た
。
中
産
階
級
の
娘
た
ち
は
も
は
や
宏
壮

な
家
屋
の
隔
帥
附
さ
れ
た
薄
－
暗
が
り
の
中
に
忍
び
歩
い
で
ゐ
る
青
白
い
陰
影

で
は
な
〈
な
っ
た
。
然
も
向
、
娘
た
ち
に
と
っ
て
は
殊
に
、
中
産
階
級
の

家
庭
は
ま
だ
全
く
恐
ろ
し
い
ま
で
に
存
在
し
て
居
り
、
も
し
ア
ア
ジ
ヅ
ム

が
制
覇
す
る
な
ら
ば
女
た
ち
は
、
濁
立
と
人
間
と
し
て
の
総
て
の
擢
利
を

奪
は
れ
て
、
人
間
を
生
む
器
具
の
地
位
に
今
一
度
還
へ
さ
れ
る
で
あ
ら

〉

h
J
O

「
ア
ル
ピ
オ

y
の
娘
達
」
（
宮
口
出
｝
戸
件
0
3
0同
〉
三
。
る
に
於
い
て
3

ア

レ
ヴ
ク
・
プ
ラ
ウ
y
は
芙
慮
ま
で
企
て
ら
れ
た
現
代
イ
ギ
リ
ス
中
毒
階
級

の
家
庭
生
活
を
H
P
R
J
h
詳
細
に
分
椋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
偉
大
江
る
小
設
を

著
し
た
。
ロ

1
ジ
ヤ
・
Z

ツ
チ
ヤ
ム
の
家
庭
。
ィ
レ
1

ヌ
ケ
一
中
心
に
こ
の

小
訟
の
ア
ク
シ
ヨ

γ
が
集
中
、
v

て
ゐ
る
。
彼
女
は
一
主
人
姉
妹
の
中
で
最
も

勇
気
が
あ
り
ミ
リ
ア
ず
凡
チ
ヴ
ク
で
あ
る
。
向
性
川
町
議
芽
の
小
批
M

外
交
官

、
と
の
結
婚
を
在
ん
だ
た
め
、
彼
女
は
、
n
タ
イ
ピ
ス
ト
た
ち
の
生
活
を
磁
波

さ
せ
な
が
ら
情
然
と
し
て
ゐ
る
父
親
か
ら
家
を
滋
ば
れ
た
。
ス
ラ
ム
鶴
間
の

下
等
療
養
所
で
彼
女
は
、
自
分
の
交
が
婿
婦
に
堕
し
た
ダ
イ
ピ
Z

い
の
一

人
に
出
合
び
、
女
の
部
屋
で
草
押
す
や
う
に
と
勧
め
る
女
の
招
き
も
麟
っ
て

仕
事
を
求
め
て
無
《
聞
に
得
々
を
歩
き
始
め
る
。
結
局
、
金
の
た
め
に
男
と

結
婚
す
る
不
信
寅
な
娼
婦
よ
り
永
住
一
ろ
、
イ
レ

1

1

は
資
太
主
義
社
曾

で
は
身
動
き
も
と
れ
な
く
な
っ
て
ゐ
る
総
て
の
女
た
ち
の
迭
を
発
み
、
父

の
捨
て
た
娘
と
一
時
に
、
神
に
伴
ら
な
い
娼
婦
と
し
て
立
ち
上
っ
た
。

プ
ノ
オ
晶
子
イ
ト
家
物
宮
山
二
、
言
。
］

V24zmwm£P）
で
菰
刺
さ
れ
た
中

寄
贈
絞
の
生
活
批
判
を
、
豊
寓
な
詳
細
と
主
確
な
分
担
怖
を
そ
へ
た
「
ア
ル

ピ
才
Y

の
娘
凄
」
に
於
い
て
、
ア
レ
ヴ
ク
・
プ
ラ
ウ

y
げ
恐
れ
げ
も
な
く

論
理
的
に
結
論
し
て
ゐ
る
。
殺
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
多
く
の
籍
、
特
に
中

震
階
級
生
活
の
係
議
官
、
と
無
得
一
の
息
苦
し
い
セ
ン
ス
は
、
現
代
に
於
い
て
最

も
申
分
の
な
い
小
設
家
の
一
人
ク
リ
4

ト
プ
7

・
イ
シ
ヤ
1
ウ
ヴ
ド

（2MMふき一♂
Y
2－
Z
5
4
0
0
L）
の
「
民
主
戸
一
f
J
2
5
云
2
2
7ご
に
一
層
有

数
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
「
ア
ル
ピ
オ
γ

の
娘
蓬
」
は
も
っ
と
堂

々
た
る
ス
ケ
ー
ル
に
設
計
さ
れ
、
主
品
忙
な
力
強
い
そ
の
分
椋
を
否
む
こ
と

は
出
来
な
い
と
雄
も
、
そ
の
サ
イ
ズ
は
興
味
一
を
或
る
程
度
ボ
ヤ
ケ
さ
せ
て

ゐ
る
。ロ
マ
シ
チ
ッ
ク
な
進
歩
的
小
設
の
旦
最
も
興
味
あ
る
作
品
の
一
つ
は
、
ジ

ョ
ン
。
ッ
オ
マ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
（

F
Z
m
w門戸
E
Z合
同
す
H
A
H

〉
の
「
努
働
祭
」

（
Z
M
4
3
p
u「
）
で
あ
る
o
殺
は
彼
の
時
代
の
邑
折
、
も
優
れ
た
交
翠
的
影
響

を
間
以
牧
し
た
が
、
開
店
正
悠
一
」
の
性
質
が
滋
歩
的
一
期
察
力
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
方

向
を
呉
へ
ら
れ
た
こ
と
は
り
庄
日
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
叫
V

ヨ
イ
ス
（
れ
『

46

2
）
や
パ
ア
ザ
一
一
ア
・
ウ
ル

7

2

T
句

5
2
2。。
5
に
あ
っ
て
は
無
秩
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序
な
初
復
感
受
を
産
む
こ
と
の
み
に
協
力
し
た
詩
的
象
徴
主
義
も
a

ソ
オ

マ
ア
ア
イ
l

ル
甘
に
於
い
て
は
4

現
－
在
の
ロ
ン
ド
ン
の
数
百
蕊
住
民
に
現

れ
て
ゐ
る
通
り
に
遮
謄
し
た
蹟
い
生
活
を
描
く
こ
と
に
貢
献
し
て
ゐ
る
O

F
7パ
Y

ス
の
「
マ

y
ハ
ツ
タ
y
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
」
の
如
主
詳
細
を
悲

し
た
る
u
ツ
ア
明
ズ
ム
は
な
い
が
、
然
も
向
「
努
働
祭
！
一
は
階
級
闘
争
の
統
一

的
原
則
に
そ
の
多
方
面
を
鶴
係
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
の
明
か

に
混
沌
た
る
生
活
を
構
成
し
て
ゐ
る
。
彼
は
五
日
々
に
完
令
な
る
ロ
ン
ド
ン

の
生
活
を
み
め
た
へ
て
ゐ
る
。
陰
気
な
労
働
者
の
符
々
、
天
荻
羅
屋
の
画
界
一
七

チ
な
ら
ぬ
臭
気
と
混
濁
し
た
レ
i

ル
の
織
の
響
、
犬
に
汚
さ
れ
た
鋪
道
を

疲
れ
た
や
う
に
散
っ
て
行
く
紙
暦
、
石
蹴
遊
戯
や
符
燈
を
掘
で
揺
り
動
か

し
て
ゐ
る
子
供
た
ち
、
不
潔
な
刃
1
テ
y
の
窓
か
ら
乗
り
出
し
て
ゐ
る
自

堕
落
な
女
淳
、
貧
困
の
ス
ツ
パ
イ
臭
気
と
一
尿
か
ら
流
れ
出
た
猫
の
小
使
が

一
階
い
階
段
に
溜
っ
て
ゐ
る
鳩
に
数
百
寓
の
努
働
者
が
一
日
の
努
働
を
終
へ

て
・
舞
戻
り
績
に
な
る
。
プ
チ
プ
ル
の
幸
一
開
な
小
結
麗
な
郊
外
の
街
、
出
産

階
級
の
町
の
庚
場
は
立
汲
な
鈴
懸
の
木
で
爽
か
に
冷
し
く
、
黄
昏
に
は
拍
仰

は
欧
ひ
雨
後
に
は
濡
れ
，
た
土
す
却
し
く
か
ほ
り
、
宮
豪
の
住
宅
地
凶
作
信
の

巌
粛
を
以
っ
て
森
閑
と
し
て
ゐ
た
。

二
十
世
紀
の
最
初
の
十
ヶ
年
の
豊
富
な
る
小
説
の
製
作
の
見
通
し
が
つ

い
た
と
き
、
ル
イ
ス
・
グ
ラ
シ
イ
叫
ノ
ク
・
ギ
ポ
ン

2
b耳目国（
rJZω
山
司
会
F
r
l

HV2
）
の
三
部
作
「
見
コ
ツ
ト
ラ
シ
ド
合
唱
隊
」
（
3
2
E
C
H
t
v
r・
）
は
そ

の
時
代
の
最
も
注
目
す
べ
き
成
就
の
一
つ
と
し
て
挺
立
す
る
も
の
で
あ
ら

う
。
そ
の
生
策
、
そ
の
怜
捌
な
る
才
智
、
そ
の
調
子
の
整
っ
た
自
然
的
な

詞
じ
、
こ
の
作
品
に
永
い
生
命
を
あ
た
へ
る
も
の
で
φ

め
る
。
こ
の
三
部
作

の
う
ち
最
初
の
「
落
日
の
歌
f

二
F
z
a
m
oコ
ー
は
授
も
優
れ
た
作
品
で

た
り
、
戦
前
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ン
ド
山
地
の
小
最
小
作
人
の
生
活
を
改
目
送
し

て
ゐ
る
o
女
の
「
雲
立
て
る
谷
」
（
の
FER
－コ
2
3
に
於
い
て
は
紡
績
工

は
大
部
分
ジ
ヤ
ジ
ヤ
馬
に
す
ぎ
ず
、
町
の
人
々
の
行
鑓
は
外
聞
の
惑
い
ゴ

ジ
ツ
プ
を
経
て
述
べ
ら
れ
た
。
第
一
一
一
の
作
「
友
色
の
グ
一
フ
ユ
ツ
ト
『
」

（（可。
h
C
H
・5
r
Q）
を
以
っ
て
、
ギ
ポ
ン
は
民
家
の
生
活
に
喰
ひ
入
ら

う
と
決
心
し
た
、
併
し
彼
が
シ
エ
グ
ッ
ド
の
忠
商
工
た
ち
と
親
密
で
な
か

っ
た
や
う
に
、
ゲ
シ
ケ
ア
ン
の
錦
織
工
た
ち
と
も
親
密
で
な
い
こ
と
は
明

か
で
あ
る
。
被
に
と
っ
て
は
、
彼
等
は
そ
の
生
活
保
件
に
よ
っ
て
を
一
く
残

忍
に
さ
れ
た
只
致
養
の
な
い
不
作
法
な
人
間
で
あ
る
、
然
る
に
コ
ミ
ユ
一
一

ス
ト
の
指
導
者
ト
リ
ー
ズ
の
ス
ケ
叫
ノ
チ
は
絵
り
に
も
明
か
に
風
設
か
ら
描

か
れ
て
ゐ
る
。
確
か
に
ギ
ボ
ン
の
阿
倍
加
は
彼
等
に
あ
る
、
そ
し
て
「
友
色

の
グ
ラ
ユ
ツ
ト
」
の
カ
は
徹
頭
徹
尾
悲
惨
の
極
に
あ
る
λ

つ
ツ
ト
ラ
ン
ド

の
工
業
町
に
於
げ
る
階
級
闘
争
の
暴
露
に
一
一
る
。
そ
の
強
硬
な
る
慎
、
殺
、

散
命
国
間
阿
争
の
問
題
と
の
そ
の
大
騰
な
る
組
打
、
そ
の
見
事
な
誠
刺
の
関
に

も
拘
は
ら
ず
、
ぎ
た
ギ
ボ
ン
の
性
格
描
寓
の
凡
ゆ
る
力
1
そ
れ
に
よ
っ
て

人
物
は
甚
だ
し
く
溌
潮
と
し
て
ゐ
る
ー
に
も
拘
は
ら
ず
、
「
・
灰
色
の
グ
ラ

ニ
ッ
ト
」
は
大
き
な
成
功
と
い
ふ
よ
り
も
留
守
ろ
大
謄
な
企
の
域
に
と
ど
ま

っ
て
ゐ
る
。
こ
の
成
功
を
望
む
に
し
て
は
ギ
ボ
シ
の
生
活
に
罰
す
る
知
識

は
充
分
で
は
な
か
っ
た
で
そ
れ
で
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
合
唱
滋
」
の
最
高

潮
は
一
ー
議
日
の
歌
」
の
1

輝
か
し
い
護
端
を
持
ち
な
が
ら
不
十
分
で
あ
る
o

併
し
被
の
三
部
作
は
五
口
々
の
時
代
に
は
類
の
な
い
三
つ
の
臭
っ
た
国
を
持

っ
た
λ

ヨ
ッ
ト
ラ
シ
ド
の
生
活
の
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
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一

六

、

ロ

シ

ア

の

護

興

一
康
範
閣
の
知
識
階
級
事
問
階
級
は
新
ら
し
い
生
活
を
獲
得
せ
ん
と
し
て

一
農
民
や
勤
務
大
衆
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
の
一
九
O
五
年
革
命
粉
砕
後
、

一
ロ
シ
ア
文
壌
は
冷
笑
主
義
と
ヒ
ス
テ
リ
カ
ル
な
絶
望
時
代
に
隠
っ
た
が
、

一
人
間
改
迭
に
向
け
ら
れ
た
こ
の
新
ら
し
い
生
活
は
既
に
文
陰
J

に
読
さ
れ
、

一
そ
の
十
人
謄
、
そ
の
生
気
、
そ
の
駒
市
説
的
気
質
は
ロ
シ
ア
以
外
の
諾
園
の
現

一
代
文
墜
に
鋭
〈
針
立
し
て
ゐ
る
G

Y
ヴ
イ
エ
ト
の
多
く
の
小
説
よ
り
引
出

一
す
感
情
は
、
際
艇
の
な
い
精
力
、
自
信
、
希
望
と
い
ふ
爽
快
な
る
も
の
で

一

あ

る
J

併
し
、
奴
隷
の
’
如
く
制
度
に
封
す
る
批
評
肢
の
な
い
作
家
た
ち
も

一
ソ
ヴ
イ
エ
ト
に
は
二
、
三
あ
る
が
、
震
擦
に
は
、
ヵ
テ
1

7

（｝

FEξ
）

一

の

一
i

私
一
費
者
」

2
r
v
T一三
V2己
主
一
乙
と
「
ォ
、
時
ょ
、
進
め
日
」

一
（
ヲ
ニ
－

EHArc
－zzノ
）
、
シ
ョ

I

ロ
ホ
フ
（
2
7
3
f
p
r
ミ
）
の
一
聞
か

一
れ
た
庭
女
地
」
（
〈
｝
円
四
日

Z
Fコ
H
V
E
z－－
g
品
）
、
グ
ラ
ド
コ
ア
（
2
ζ
7
2〈）

一

の

一

t

メ
シ
ト
」
（
（
ゲ
5
2忌
）
ロ
デ
イ
オ
ノ
ア
（
出
。
日
2
5〈
）
の
「
チ
ヨ

一

コ

レ

i

ト
」
（
C
Z
S
H
U
Tザ
）
、
レ
オ
ノ
フ
（
F
3
5
4）
の
「
愚
人
し

一
志
三
）
の
援
な
書
物
の
中
の
、
叉
就
中
ミ
方
且
ル
・
ゾ
オ
ス
セ
ン
コ
オ

一
（
至
。
｝
豆
戸
宗
主
5
ロ
｝
S
）
の
痛
切
な
小
品
の
中
の
、
専
制
下
で
は
決
し
て

一
出
品
川
な
い
様
な
無
遠
慮
な
大
謄
な
批
評
は
一
再
一
一
一
入
を
感
動
さ
ぜ
る
。

一

シ

ョ

i
ロ
ホ
フ
の
一
関
か
れ
た
践
女
地
」
は
戸
ス
パ
レ
イ
ト
な
貧
農
と

一
尚
一
一
純
一
な
釆
邑
と
封
建
時
代
か
ら
の
遺
物
で
あ
る
子
供
ら
し
い
迷
信
を
持
つ

一
た
富
由
民
（
同
乙
与
＠
）
と
の
滋
沌
た
る
品
目
の
ロ
シ
ア
が
集
園
長
場
の
批
曾

一
主
義
経
済
に
譲
歩
す
る
の
を
示
し
て
ゐ
る
o
そ
れ
は
農
民
生
活
の
何
ん
と

一
巧
妙
な
表
現
で
及
ら
う
日
何
ん
と
い
ふ
確
寅
な
把
握
で
及
ら
う
。
シ
ヨ

－
口
ホ
フ
ば
豊
富
に
人
物
止
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
こ
と
よ
日
後
は
確
吃
機
械

崇
拝
者
で
は
な
い
、
併
し
動
物
や
土
地
に
訴
す
る
彼
の
愛
は
、
ロ
シ
ア
の
慶

大
な
地
国
は
現
代
の
、
科
目
型
的
方
法
に
よ
っ
て
最
も
有
利
に
耕
作
さ
れ
得
る

の
み
な
ら
ず
、
官
軍
引
率
は
＆
ー
に
牽
か
れ
た
垂
直
趣
U
震
か
応
品
目
の
木
製
の
翠

に
取
っ
て
代
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
事
管
、
を
彼
に
知
ら
せ
て
ゐ
る
o

カ
テ
1

7
の
一
ず
、
時
ょ
、
進
め
／
し
は
五
ヶ
年
計
劃
の
テ
シ
ポ
を
反

映
し
た
優
れ
た
小
説
で
あ
る
。
迅
速
な
映
詩
的
手
法
と
）
比
較
し
て
見
れ

ば
暫
時
他
の
小
設
を
卒
凡
に
見
え
さ
せ
る
鋭
い
燦
然
た
る
光
輝
と
を
も
っ

て
、
そ
れ
は
努
働
が
五
口
々
の
λ

ポ
1
？
と
同
様
の
熱
狂
を
且
タ
＋
イ
ト
す

る
閣
に
於
け
る
産
業
的
主
題
の
非
凡
な
幻
想
曲
と
し
て
描
寓
さ
れ
る
か
も

し
、
れ
な
い
。
カ
テ
1

フ
の
作
品
に
は
一
穫
の
陽
気
と
快
活
と
が
た
ど
よ
っ

て
ゐ
る
。

不
惑
に
も
，
ヵ
テ
1

7
の
援
に
容
易
に
は
、
新
ら
し
い
環
境
に
態
ず
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
一
一
、
三
の
作
家
イ
り
ア
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
（
ロ
ヨ

』山
r
2
z
r
2
z
e色
、
ポ
P
ス
・
ピ
ル
一
一
ヤ
ク
（
H
W
2
U
一E
C
q
p
r
）
に
4

著

し
く
相
逗
し
て
、
マ
キ
シ
ム
・
ゴ
！
η
ノ
キ
イ
（
云

2
5
2ヨ－
E
）
の
例

は
向
更
に
著
し
い
も
の
で
あ
る
o
革
命
営
時
老
年
に
近
か
っ
た
彼
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
大
評
判
の
彼
、
ト
ル
ス
ト
イ
（
4
0
H
a
H
4
）
や
チ
エ
ホ
フ

（
（
〕
一
｝
ハ
山
内
一
手
〈
）
と
友
達
で
あ
っ
た
’
後
ゴ
ー
ル
キ
イ
は
ロ
シ
ア
の
以
前
の
作

家
た
ち
の
う
ち
で
殆
ん
ど
唯
一
人
の
進
歩
的
小
設
家
と
し
て
、
再
び
生
活

を
始
め
る
に
充
分
な
プ
ワ
ン
シ
プ
ル
と
活
気
と
を
ま
だ
具
備
し
て
ゐ
た
。

園
ち
出
て
ヨ
｜
ロ
ツ
パ
の
都
で
老
後
の
安
築
と
一
安
全
と
を
求
め
る
代
り
に

彼
は
一
若
者
の
熱
情
を
以
っ
て
後
の
日
間
の
再
生
に
心
魂
を
打
込
ん
だ
。
彼
程

度
く
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
た
作
家
は
無
い
だ
ら
う
。
殺
は
終
に
起
ら
ん
と
す

る
新
文
墜
の
父
で
あ
る
o
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